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は本 種 の冬 期 の休 眠場 所 で糞 の堆積 が確 認 され てい るこ とか ら長 年冬期

の休 眠 場 と して 利 用 され て い る 場 所 で は糞 の堆 積 が 多 い こ とが 考 え られ

る。 こ の こ とか ●ら、 C 洞 窟 の 冬 期 の 休 眠 場 所 と して の利 用 は過 去 、 長 期

間 に わ た る も の で は な く、 ご く最 近 に な っ て か らの こ と で は な い か と思

わ れ る。

カ グ ラ コ ウ モ リ ：通 年 利 用 と判 断 で き る （最 大 1 0個 体 ）。 こ れ ま で の 調 査 で 秋 期

か ら冬 期 に 最 大 約 7 2 0 個 体 の 利 用 が 確 認 さ れ た （平 成 1 4 年 1 1 月 、

平 成 15 年 1 月 ）。 しか し、洞 窟 内 には糞 の堆 積 は ほ とん どみ られ なか っ

た こ と、 その前 後 の調 査 では 多数 の個体 を確 認 して いな か った こ と等 か

ら 、 一 時 的 な 避 難 場 所 と し て の 利 用 で あ っ た と推 察 さ れ る 。 また 、

平成 14年度 か ら平成 16年 度 に幼獣 1 個体 が確 認 され た。

リュ ウキ ュ ウユ ビナ ガ コ ウモ リ ：稀 な 利 用 と判 断 で き る （最 大 10 個 体 ）。

d ）D 洞窟

ヤ エ ヤ マ コ キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ ：通 年 利 用 と判 断 で き る （最 大 約 2 2 0個 体 ）。 冬 期

の休 眠時期 に最 大約 220個体 に利用 され ていた。

カ グ ラ コ ウ モ リ ：通 年 利 用 と判 断 で き る （最 大 で 推 定 3 ，0 0 0個 体 ）。 出 産 ・ 晴 育 の

時期 に最 大約 500個体 （幼獣最 大約 150個 体） に、冬期 の休 眠 時期 に最大

で推 定 3 ，0 0 0個 体 に利 用 されて いた。 これ までの調査 で、冬 期 であ って も

小 型 コ ウモ リ類 が 確 認 され な か っ た こ とが あ っ た が 、 他 の 年 は 最 大 で 推

定 3 ，0 0 0個 体 で あ り、糞 の堆 積状況 か ら考 える と、冬期 の休 眠利用 も恒常

的 と考 え られ る。

e ）E 洞窟

ヤ エ ヤ マ コキ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ ：通 年 利 用 と判 断 で き る （最 大 約 2 9 0個 体 ）。 冬 期

の休 眠 時期 に最 大約 25 0個体 に利 用 され てい た。

カ グ ラ コ ウ モ リ ：稀 な利 用 と判 断 で き る （最 大 2 個 体 ）。
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